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「介護ロボットのニーズ・シーズ マッチング支援事業」を 

６月 14 日(月)から開始します。 

 

～ニーズ×シーズ 新しい介護イノベーションはここから生まれる～ 

 

厚生労働省では、介護現場のニーズを汲み取ったロボット開発の促進を目的として、

介護現場のニーズや開発するロボットの提案を公開の上、開発企業の技術情報等（シ

ーズ）を募集し、ニーズの情報提供や開発に関する助言等のマッチング支援を行う「介

護ロボットのニーズ・シーズ マッチング支援事業」を令和３年６月 14 日(月)から開

始します。 

 

 

＜この事業で実施すること、可能なこと＞ 

参照 https://www.kaigo-ns-plat.com/ 

○介護現場のニーズおよびロボット案のリスト化公開と企業からの技術情報の募集 

厚生労働省では、過年度において介護ロボットのニーズ・シーズ連携協調のための

協議会（以下、「協議会」という。）を各都道府県に設置し、着想段階から開発企業と介

護現場が協議を行うことで、介護施設等において解決すべき課題（以下、「ニーズ」と

いう。）の深掘りと、ニーズを反映したロボットの開発提案の取りまとめを行いました。 

このたび、協議会が抽出した様々なニーズと、ニーズを反映したロボット案を、開

発企業が理解しやすいようにリスト化して一般公開します。 

約 50 個に及ぶニーズのリストには介護業務における様々な課題やロボットの案が

含まれており、それぞれに調査結果に基づくニーズの具体的な内容（対象者、場面、あ

るべき姿など）や、既存機器との相違点、技術開発を行う上での課題、専門家のコメン

トなどが記載されています。 

このリストにあるニーズを解決するロボットの開発に対して興味・関心を持つ企業

を募集し、技術情報を収集したうえで、ニーズとのマッチングを支援します。介護ロ

ボットを既に開発している企業に加え、介護ロボット業界に現時点で参入していない

企業や、要素技術を有する企業も応募可能です。 

応募は本事業のホームページ（https://www.kaigo-ns-plat.com/）から申し込み可能で

す。 

令和３年６月 14 日 

【照会先】 

老健局介護ロボット開発・普及推進室 

室長補佐 山田 士朗（内線 3969） 

室長補佐 東 好宣 （内線 3990） 

（代表電話）03（5253）1111 

（直通電話）03（3595）2888 



  

○マッチングサポーター・委員会によるマッチング支援 

応募企業は、注目するニーズやロボット案について、介護施設や協議会に直接ヒア

リングを行ったり、自らの技術や製品について意見を求めたりすることが可能です。

またその際、希望に応じて、マッチングサポーターからも支援を受けることが可能で

す。マッチングサポーターは、介護現場やロボット技術について様々な知見を有して

おり、応募企業に対して介護現場のニーズに関する情報提供や、ロボット開発に関す

る助言を行います。 

さらに本事業では、介護、リハビリテーション、ロボット、福祉用具などに関する業

界団体やアカデミアの有識者から成るマッチング委員会を組成し、エントリーした開

発企業に気づきを与えるためのマッチングも支援します。具体的には、エントリー企

業の技術が活用できるニーズやロボットについて検討し、そのニーズや技術を持つ他

エントリー企業を紹介します。 

 

○リビングラボ・実証フィールドと連携した支援 

本事業は、介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業の一貫として

行われます。ロボットの安全性・効果の検証や実証に関する支援を希望する企業は、

同事業に参画する全国 8 箇所のリビングラボに相談することができます。更に、同事

業に登録している実証協力施設（実証フィールド）を活用し、実証試験を実施するこ

とも可能です。 

参照 https://www.kaigo-pf.com/ 

 


